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第
百
一
五
〇
回「
地
元
学
を
考
え
る
」

（
二
〇
一
六
年
六
月
十
八
日
開
催
）

 「
聖
書
の
世
界
の

　
　
大
和
民
族
の
使
命
」

　

 

　
講
師
　 

飛
鳥
昭
雄 

さ
ん

　　

﹁
聖
書
の
世
界
の
大
和
民
族
の

使
命
﹂
と
題
し
て
作
家
の
飛
鳥

昭
雄
講
師
に
よ
っ
て
講
演
さ
れ

た
。
大
和
民
族
の
ル
ー
ツ
、
漢

字
は
日
本
人
が
造
っ
た
、
邪
馬

台
国
、
秦
始
皇
帝
出
生
の
謎
、

徐
福
伝
説
、
そ
し
て
黒
船
来
航

の
真
の
目
的
等
々
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
そ
の
博
学
に
は
た

だ
呆
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

中
で
も
漢
字
が
聖
書
か
ら
造

ら
れ
て
い
る
話
は
大
変
興
味
深

か
っ
た
。
義
、
様
、
巫(

女)

、
本
、

な
ど
の
漢
字
は
古
代
ユ
ダ
ヤ
人

が
造
り
、
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
を

表
し
て
い
る
と
。
虎
の
巻

(

聖

書
の
こ
と

)

を
知
っ
て
る
人
は

な
る
ほ
ど
！
と
納
得
で
す
ね
。

そ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
日
本
に
渡
来

し
て
い
る
か
ら
漢
字
は
日
本
人

が
造
っ
た
と
言
え
る
と
。
虎
の

巻
を
ご
存
知
な
い
方
は
少
し
解

り
づ
ら
か
っ
た
か
と
思
う
の
で

補
足
す
る
と
、
義
は
羊
と
我
で

﹁
我
は
良
き
羊
飼
﹂(

新
約
聖
書

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
十
章

)

か
ら
造

ら
れ
た
漢
字
と
解
り
ま
す
ね
。

様
は
明
治
、
大
正
時
代
ま
で
は
樣

と
書
い
た
、
木
と
羊
と
永(

遠)

。

木
は
十
字
架
の
こ
と
﹁
人
々
は

イ
エ
ス
を
木
に
架
け
て
殺
し
た
﹂

(

使
徒
行
伝
十
章

)

。
羊
は
イ
エ

ス
、
永(

遠)

は
﹁
そ
れ
は
御
子

を
信
じ
る
者
が
一
人
も
滅
び
な

い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め

で
あ
る
﹂(

ヨ
ハ
ネ
三
章

)

。
こ

の
永
遠
の
命
か
ら
造
ら
れ
て
い

る
。

夲　

樣　

　

巫

(

女

)

を
説
明
す
る
前
に
、

ま
ず
、
イ
エ
ス
は
神
の
子
、
子
、

御
子
で
あ
る
。
何
故
、
巫
女
と

女
に
成
っ
て
る
の
か
？
こ
れ
は

奥
義
中
の
奥
義
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示

録
一
章
十
六
節
を
研
究
す
る
と

イ
エ
ス
は
天
照
大
神
な
の
だ
。

こ
れ
を
発
見
し
た
の
は
飛
鳥
昭

雄
氏
で
あ
る
。
ま
さ
に
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
卵
、
聖
書
学
者
で
も
な

か
な
か
、
こ
れ
に
は
気
が
つ
か

な
い
。
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

神
学
で
は
こ
れ
を
認
め
な
い
が
、

原
始
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
天
照

大
神
は
イ
エ
ス
の
日
本
名
で
あ

る
。

　

も
う
少
し
解
り
や
す
く
説
明

す
る
と
、
俗
に
キ
リ
ス
ト
教
で

い
う
三
位
一
体
、
父
、
御
子
、

聖
霊
。
本
当
は
三
柱
の
神
が
正

し
い
の
だ
が
、
こ
の
三
神
は
古

事
記
の
造
化
三
神
で
あ
る
天
御

中
主
神
、
高
御
産
巣
日
神
、
神

皇
産
日
神
と
同
神
な
の
だ
。
イ

エ
ス
は
こ
の
高
御
産
巣
日
神
に

地
元
学
を
考
え
る

教
養
講
座

あ
た
る
、
高
木
神
と
も
い
う
。

こ
の
神
が
天
照
と
同
神
で
あ

る
。
万
葉
集
巻
一
の
四
五
に
高

照(

た
か
て
ら
す)

が
登
場
す
る
、

他
の
巻
に
も
載
っ
て
い
ま
す
。

三
神
た
け
る
氏
も
山
城
国
風
土

記
に
、
高
照
の
神
が
載
っ
て
い

る
と
言
う
。
播
州
姫
路
城
に
ほ

ど
近
い
所
に
高
照(

た
か
て
る)

神
社
が
あ
る
。
こ
の
高
は
高
御

産
巣
日
神
の
こ
と
、
照
は
天
照

で
あ
る
。
イ
エ
ス
＝
高
御
産
巣

日
神
＝
高
照
＝
天
照
大
神
な
の

だ
。

　

天
照
大
神
は
女
神
だ
と
い
う

こ
と
は
分
か
る
、
し
か
し
イ
エ

ス
が
何
故
、
女
な
の
だ
？
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
イ
エ
ス
は

神
の
子
、
神
で
あ
る
。
神
は
変

幻
自
在
、
男
に
で
も
女
に
で
も

な
る
。

　

現
に
磔
刑
後
、
三
日
目
に
蘇

っ
て
も
い
る
︵
マ
タ
イ
二
十
八

章
七
︶。
天
使
も
中
性
で
あ
る
、

男
で
も
女
で
も
な
い(

マ
タ
イ
福

音
書
二
十
二
章

)

。
ヨ
ハ
ネ
黙
示

録
で
は
イ
エ
ス
は
女
に
な
っ
て

い
る

(

黙
示
録
十
二
章
十
七

)

。

ま
た
、
旧
約
聖
書
の
箴
言
も
イ

エ
ス
は
女
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。

　

イ
エ
ス
は
新
約
時
代
か
ら
登

場
し
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る

が
、
天
地
創
造
の
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
コ
ロ
サ
イ
人

一
章
十
五
〜
十
七
に
載
っ
て
い

る
。
人
間
の
形
を
と
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
受
肉
し
た
の
が
新
約
時

代
と
い
う
こ
と
。
巫
と
い
う
字

は
十
字
架
に
磔
さ
れ
た
イ
エ
ス

の
両
脇
に
犯
罪
者
二
人
が
磔
に

な
っ
て
い
る
福
音
書
記
事
か
ら

の
文
字
な
の
だ
。
絵
画
や
映
画

で
そ
の
場
面
は
よ
く
見
ま
す

ね
。
本
と
い
う
字
は
、
大
と
十

で
あ
る
、
大
と
い
う
字
は
イ
エ

ス
を
表
す
、
十
字
架
の
横
棒
に

人
が
磔
さ
れ
た
文
字
な
の
だ
。

イ
エ
ス
は
自
分
を
人
の
子
と
言

っ
た
︵
マ
タ
イ
八
章
二
十
︶。

十
は
言
わ
ず
も
が
な
磔
。
ま
た

叶
う
と
い
う
文
字
も
十
字
架
に

架
け
ら
れ
た
神
に
お
祈
り
す
る

と
願
い
が
叶
っ
た
と
い
う
漢
字

で
あ
る
。
美
も
羊
と
大
、
姜
も

羊
と
女
、
や
は
り
イ
エ
ス
の
こ

と
。
裸
は
果
物
の
葉
で
造
っ
た

衣
で
隠
し
た
、
禁
止
は
二
本
の

木
で
神
は
示
さ
れ
た
、
こ
れ
ら

は
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
エ
デ
ン
の

園
で
の
罪
の
結
果
や
創
世
記
か

ら
造
ら
れ
た
漢
字
。
取
り
上
げ

る
と
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
面
白
い
こ
と
を
最

近
見
つ
け
た
の
で
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
石
女
と
書
い
て
﹁
産

ま
づ
め
﹂
と
読
む
。
こ
の
石

は
イ
ワ
の
こ
と
。
石
見
国
︵
島

根
県
︶
を
イ
ワ
ミ
と
読
む
。

イ
ワ
と
は
イ
エ
ス
の
こ
と
で

あ
る(

第
二
サ
ム
エ
ル
記
二
十

二
章
、
マ
タ
イ
十
六
章)

　

イ
エ
ス(

女
、
天
照
︶
は
結

婚
は
せ
ず
に
独
身
で
亡
く
な

っ
た
、
子
は
産
ま
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
石
女

(

産
ま
づ
め

)

。

カ
ッ
パ
ー
ラ(

謎
解
き
、
秘
儀)

で
あ
る
。 

紙
面
の
都
合
上
、
も

う
筆
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
飛
鳥
氏
の
講
演
は
大

変
歴
史
度
が
高
く
、
造
詣
の

深
い
他
の
人
に
は
真
似
の
で

き
な
い
講
演
で
あ
っ
た
。

感
謝
！

  

︵
小
谷
展
宏　

播
州
姫
路
市
︶

第
百
一
五
〇
回
の
感
想
は
兵
庫

県
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

小
谷
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

地
元
学
を
考
え
る

教
養
講
座

地
元
学
を
考
え
る

教
養
講
座第

百
五
十
二
回 

予
告

第
百
五
十
二
回 

予
告

福島から世界へ。大七酒造の挑戦
＜講師＞ 太田英晴さん（大七酒造株式会社 代表取締役社長）
＜日時＞ 2016年 8月 20日（土）　13：30～ 15：00
〈会場〉まちなか夢工房2階　〈参加費〉500円

＊参加人数把握の為、地元学講座各回ごとに出欠のご連絡をいただければ幸いです。
（tel 024-524-2230 または fax 024-525-8285 までお願いいたします）

＜講演内容＞
福島県は全国新酒鑑評会において最高賞の金賞受賞数4年連続日本一という全国有数の酒どころ。二本松の大七酒造・十代目で、
福島県酒造組合二本松支部・支部長も務められる太田英晴さんをお招きします。日本酒の最も正統的な醸造技術「生もと造り」や、
独自に開発した超扁平精米技術をはじめとする、大七酒造の独創的な酒造りと、世界市場への挑戦の軌跡を語っていただきます。


